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第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2026年８月７日に公表しました第２四半期（中間期）連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じました

ので、お知らせいたします。 なお、通期連結業績予想については、前回公表値から変更はありません。 

 

記 

 
１. 2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異（2026 年４月１日～2026 年９月 30

日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(A) 
 百万円 

18,790 

 百万円 

120 

 百万円 

90 

百万円 

130 

   円 銭 

4.74 

実績値(B) 18,847 185 283 △93 △3.40 

増減額(B-A) 57 65 193 △223 △8.14 

増減率(%) 0.3 54.2 214.4 ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2026年３月期第２四半期） 13,294 △698 △807 △186 △6.87 

 

２. 差異の理由 

売上高につきましては、衣料事業が概ね想定どおりに推移したことなどにより、前回発表予想を 57 百

万円上回る結果となりました。 

営業利益につきましては、イタリアの製造子会社において粗利率の悪化等がありましたが、不動産賃貸

事業や全社部門においてコストが想定を下回ったことなどから、前回発表予想を 65 百万円上回る結果と

なりました。 

経常利益につきましては、営業利益の増加に加え、受取配当金および暗号資産売却益が想定を上回った

こと等から、前回発表予想を193百万円上回る結果となりました。 

一方で、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、第２四半期に予定していた保有資産売却の一

部が下期にずれ込んだこと等により、前回発表予想を下回る結果となりました。なお、2027 年３月期通



 

 

期の連結業績予想につきましては、前回発表から変更はありません。 

 

（注）本資料に記載されている将来の見通しに関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであ

ります。実際の業績等は、のれんの金額およびのれんの償却期間など、今後の様々な要素により本資料の記

述とは異なる結果となる可能性があります。 

 

                                              以上                                         


